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　目的　19fH:紀後半の服飾雑誌はどのような方法で、当時の人々、特に中流の人々の消賢

の意識を変えていったのかを検証する。
　方法　この研究では消費意識の形成を、服飾雑誌における流行服と新しいスポーツ服の
紹介や小売店との結びつき等の観点から考察する。ft-料とし■CI860年から約o年間フラン

スで発行されていたLa Mode Illustre6" を使川した。この雑誌は女性向けの服飾雑誌
で、11*読者層は中流階級から上流階級までと幅jl:かった。この雑誌の1868年から1878年の
10年間の女性のドレスについて、その形や柄等の変化、及びモード記事について検証する。

　結果　“La Mode Illustrc6' は、次々と新しい流行を作り紹介した。例えば、この雑
誌の1868年から1878年の10年間に登場するドレスのデザインを、シルエットの形態毎に分
類すると20種類に分かれる。　１年当たり約２種類の新しいドレスのデザインが紹介されて
いたことになる。また、流行の変化に伴って、この服飾雑誌では、「服飾批評」等のコー

ナーで、新しい流行の服がいかに素晴らしいのかを宣伝した。例えば、当時流行していた
バッスルスタイルの服については、「この腎部の持ち上がった形は、同時に美しい装飾の
役割も果たしている・・・」と述べている。また、この他にも当時の人々の間に広まり始
めた、海水浴やスケーI-等を積極的に宣伝し、その時に身につける服装も併せて掲載した。

また、この服飾雑誌は、B貨店と結び付きが強く、百貨店の新作のドレスやセールの記事
などをよく掲載していた。このような方法で服飾雑誌は、人々の衣服の購買のサイクルを
速め、また、購買範囲を拡大して、衣服の購買量を増やす役割をしていたのである。

2Ga-4　　　　　アイヌ衣服の構成と縫製について（第２報）
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　目的：前報では、アイヌ衣服63点の実物調査の概要について報告した。今回は、調査資

　料の中からアイヌ民族の代表的な衣服であるアツシ５点を対象に、衣服の構成や寸法、縫

　製技術について実湧調査の結果を報告する。

　方法：衣服の形状については、身丈、袖、襟、拉の有無などの構成特徴を記録する。衣服

　各部位の計測には、布幅も加えて調査項目を11から1 4とし実測値を求める。mmの調

　査は、縫合部、始末法の手法、縫い糸の種類や針目数との関mこついては、5 cmを単位と

　した針目数を観察し技法の巧緻性を判断する。

　結果：アツシ５点は、いずれもひとえ仕立てである。形状は、和服の半纏に近似し、直線

　裁ちで、身丈は対丈である。袖は、筒袖３点、もじり袖2点襟は、後ろ襟に掛け襟付き

　が３点、後ろ襟のみが２点。拉付きは無い。寸法については、着用者の体型によって異な

　る力欠身丈は、10 7. 5cmから12 9. 0cm。袖幅は２ 9. 0cmから３ 1. 8cm。肩幅

　は、２ 9. 0cmから３ 2. 0cm。襟肩明きは、7. 5cmから9. 5cm、などである。また
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